
おはなし会（会場：中央館）       ０～２歳くらい（11:00～）            ３歳くらいから（14:00～） 

休館日       中央館  犀川・勝山館  ●全館

 

 
※最新の情報はホームページをご確認ください。 
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10月                      

みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２２年 9月１日 第 117号） 

9月号 

■『残星を抱く』 矢樹純(著) 祥伝社 ■『蹴れ、彦五

郎』 今村翔吾(著) 祥伝社 ■『マイ・プレゼント』 

青山美智子(著) PHP 研究所 ■『あくてえ』 山下紘加

(著) 河出書房新社 ■『先祖探偵』 新川帆立(著) 角

川春樹事務所 ■『号外！幕末かわら伝』 土橋章宏(著) 

角川春樹事務所 ■『スマホになじんでおりません』 

群ようこ(著) 文藝春秋 ■『作家刑事毒島の嘲笑』 中

山七里(著) 幻冬舎 ■『財布は踊る』 原田ひ香(著) 新

潮社 

 

 

 

 

 

 

  

■『県境マニアと行くくるっとふしぎ県境ツアー』 

田仕雅淑(著) 技術評論社 ■『いちばんやさしい

60 代からの Windows11』 塚原久美(著) 日経 BP 

■『社会人として必要な経済と政治のことが 5 時間

でざっと学べる』 池上彰(著) KADOKAWA ■『料

理家・ワタナベマキ』 オレンジページ ■『ハチの

いない蜂飼い』 西村玲子(著) 天夢人 ■『医者が「言

わない」こと』 近藤誠(著) 毎日新聞出版 ■『ス

トレス脳』 アンデシュ・ハンセン(著) 新潮社        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9 月                      

《小説》  《その他》 新刊案内

       

       

                        

       

                   

9/17は“きのこの子”

のおはなし会です。 

            

10/15は“もこもこ”の

おはなし会です。 

「郡長正が結んだみやこ町と会津若松市」 

 

🔸ギャラリー展示🔸 

みやこ町と歴史的なつながりがある会津若松市。 

会津図書館との共同企画として、お互いの町の情報を展示することになりまし

た。豊津藩（旧小倉藩）の藩校・育徳館（現在の福岡県立育徳館高校）に斗南

藩（旧会津藩）から留学してきた藩士・郡長正をはじめ、会津若松市に関する

資料やパンフレットを展示しています。 

ぜひ、ご覧ください。 

 
🔸日程 9月 28日（水）まで 

🔸場所 中央図書館ギャラリー 

こおり ながまさ 

となみ 

こおり ながまさ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日      中央館：毎週火曜日    犀川・勝山館：毎週月曜日   全館：毎月最終木曜日 

開館時間    全館 10:00～18:00   

みやこ町中央図書館 ☎33-1040   みやこ町犀川図書館 ☎42-3330   みやこ町勝山図書館 ☎32-3455 

 

みやこ町図書館 HP 

図書館員おすすめの本 

『世界の配色見本帳』ザ・ハレーションズ（著） 

橋本実千代（監修） 日本文芸社（2021） 

    世界各国の伝統的なテキスタ

イル（織物）が、955 パターン載

っています。日常ではなかなか出

会えない織物・染物・プリント生

地の歴史や背景も説明してあり、

どこかで見た懐かしいテキスタ

イルに出会えると思います。［凛］ 

『52ヘルツのクジラたち』 町田 そのこ（著）  

中央公論新社（2020） 

        2021年本屋大賞に輝いた作品。作

品名からきれいな作品をイメージ

し読み始めました。でも内容は違っ

ていました。トランスジェンダー、

児童虐待、家庭内ＤＶ、最後に登場

大分の海を泳ぐクジラ、作者は京都

郡出身なだけあって、身近な地名が

多く出てきます。[ゆう]   
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『一膳めし屋丸九』    中島 久枝（著）  

角川春樹事務所（2019） 

        素材にこだわったうまいめし

が評判の一膳めし屋「丸九」。 

       お高の作る料理は、派手さはな

くとも毎日食べたいと思うよう

な素朴な料理ばかりです。 

人情味あふれる時代小説シリ

ーズの第１巻。現在は７巻まで

出版されています。 [しっぽ] 
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『はじめまして！アフリカ音楽』 

ムクナ・チャカトゥンバ（著） 

ヤマハミュージックメディア（2015） 

コンゴ民主共和国出身のパーカッシ

ョニストであった著者によるアフリカ

音楽を知ることのできる 1冊。さらに付

属のＣＤでよりアフリカのリズムを体

感できます。遠いアフリカが音楽によっ

て身近に感じられます。   ［竜胆］ 

『病院図書館の青と空』  令丈ヒロ子（著）  

講談社（2022） 

 小学５年生の空花は、入院中の病院

図書館で、本のさし絵の中に引っ張り

込まれアオという女の子に出会う。現

実なのか夢なのか…本の中での不思

議な体験は、転校先で馴染めずにいた

空花自身を変えていく。空花が変わっ

たことで、クラスメイトと打ち解けて

いく様子は、子どもの社会も大人の社

会も同じだなと感じた。そして、アオ

との出会いは夢か現実か…最後まで

楽しめます。 [ま] 
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『水曜日のうそ』 

 クリスチャン・グルニエ（作）講談社（2006）  

        水曜日には、必ず息子家族を訪ね

るおじいちゃん。そんなおじいちゃ

んには内緒で、家族は引っ越しを決

めてしまいます。嘘がばれないよう

に毎週 30 分だけ元の家に戻るので

すが…。 

相手を思ううそは優しい？ 

終始モヤモヤが止まりません。モ

ヤモヤのわけを誰かと話したくなり

ます。 [ｉｉ] 
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秋は、本当に来るのかと思ってしまうくらい、厳しい残

暑が続いていますね。秋を楽しむためにも残暑対策と

コロナ対策を心がけたいものです。   ［はりねずみ］ 


